
 

 

 

 

新年度スタート！ 将来をより身近に  

それぞれの学部・分教室に新入生を迎え、令和４年度がスタートしました。来年度

は高等部が松橋高校の敷地内に移転するため、小、中学部の児童生徒にとっては高等

部生たちを身近に感じる最後の年になるかと思います。このようなことを踏まえ進

路指導部としては、これまで以上に小・中学部の児童生徒や保護者の皆様にわかりや

すく、日頃のくらしや将来の生活について考える機会となる情報発信を行っていき

たいと考えています。高等部での生活や卒業後のくらしについて

具体的にイメージすることは難しいですが、将来の豊かなくらし

を考えるきっかけになれば幸いです。高等部の実習や福祉事業所、

子育てや将来の心配ごとなどございましたら、連絡帳などを通じ

て進路指導部までお知らせください。直接お返ししたり、進路だよ

りの中で話題にしたりしていきたいと思います。 

 

「キャリア教育」をより身近に  
「キャリア教育」という言葉を耳にすることが多くなりましたが、実際に内容を説

明しようとすると難しいです。そこをあえて短い言葉で表せば、「生きる力を育む教

育」でしょうか。将来働く力をつけるための作業学習や、進路先を決めていく現場実

習など職業指導だけではなく、社会の中で自立した生活、豊かな生活をおくるために

必要な力を育む教育です。そう考えると、教科の学習や学校行事、家庭生活のなかに

もキャリア教育の要素がたくさんちりばめられています。そしてそれらは何もこの

数年に始まったことではなく、養護学校の時代から特別支援学校が長年取り組んで

きたものでもあります。家庭で手伝いをすることで役割の自覚や責任感を育むこと、

あいさつを通じて人間関係をつくることや社会性を高

めること、校外学習や家族旅行で余暇の楽しみを見つけ

ることも生きる力を育むキャリア教育であるといえ

るでしょう。 

キャリア教育の視点 

・キャリア＝馬車の轍＝歩んできた足跡 

・様々な経験の積み重ね（失敗も成功も＋） 

・三つの力をバランス良く育む 

・自分の経験をもとに、未来を考えること 
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「キャリアアップウィーク」の取組  
昨年度まで毎月初めの１週間を「あいさつウィーク」として、あいさ

つについて重点的に意識をたかめる取組を行ってきました。早く登校

した児童生徒が、昇降口で自発的にあいさつ運動をする姿や校門を出

た先で地域の方に自然とあいさつする場面が見られるようになりました。今年度は

「あいさつウィーク」をさらにレベルアップし、「キャリアアップウィーク」として

毎月重点項目を設定し、啓発活動を行っていきます。ご家庭に協力いただくこともあ

るかと思いますが、学校と家庭が連携して取り組んでいきたいと思います。 

４月は新しい先生や友達とのあいさつや返事について意識付けを行いました。５

月のキャリアアップウィークは連休明けの５月９日から「時間を守る」ことに取り組

んでいきます。高等部は今年から時間割が大きく変わり、少しずつ慣れてきていると

ころです。小中学部も朝の会や授業の時間を守ってみんな揃って始めることなど意

識していきます。家庭生活の中でも「時間を守る」意識付けをよろしくお願いします。 

 

就労支援マップのご紹介 （宇城圏域版・八代圏域版） 
令和４年度版の就労支援 MAP 宇城圏域版（宇城市・宇土市・美里町）と八代圏域版

（八代市・氷川町）が発行されています。地域の福祉就労施

設やグループホームの情報などが載っています。高等部の

現場実習先などは、今後も進路だよりでご紹介していきま

すが、お住まいの地域にどのような事業所があるか知るた

めに参考にされてください。 

福祉課の窓口などでどなたでも入手できます。八代圏域

版は３０部ほど学校にありますので、必要な方は担任までお申し出ください。 


